
【協働・連携】

1 

富山市総合計画審議会【第１回協働・連携部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅳ-1-(１) 「ボランティアは無償」

という考えはあるが、有償

ボランティアや何らかのイ

ンセンティブのあるボラン

ティアを促進してはどう

か。それに併せて、寄付文

化の醸成もできれば社会貢

献の意味合いも出てくる。

ボランティアは、一般的には「自発

的な意志に基づき他人や社会に貢献す

る行為」を指しており、有償、無償に

ついては、それぞれ個人や団体の活動

内容によるものが大きいと考えており

ます。また、ボランティアの活動が広

く周知されれば、その活動を応援した

いと思う市民が増えてくると考えられ

ることから、Ⅳ-1-（１）施策の方向①

「協働を推進する環境整備」（P166）

に、ボランティア活動の推進について

述べております。今後ともボランティ

アのきっかけづくりや意識の醸成に努

めてまいりたいと考えております。 

施策の方向①「協働を推進する環境整

備」（P166）・協働意識の向上 

地域のさまざまな課題解決に向け、市

民や企業、団体等がそれぞれ地域の一

員であることを自覚し、それぞれの能

力や経験、ノウハウなどを生かして積

極的に地域活動に取り組むなど、まち

づくりへの参画意識の向上に努めま

す。 

 市民生活部 ● 

Ⅳ-1-(１) ＮＰＯ・ＮＧＯなど様々

な方々といろいろな形で協

働していく、あるいは連携

して意見を聞きながらプラ

ンニングをしていくといっ

た姿勢が今後大事になって

くると考える。 

自治振興会をはじめとする各種団体

やＮＰＯ、企業、行政がそれぞれの立

場で社会全体の課題の解決に取り組む

市民協働の必要性が増してきているも

のと考えております。多様化する様々

な課題に対応し、よりよい地域社会を

形成していくために各種団体やNPO

等と連携しながら市民協働による安全

で安心なまちづくりの推進に努めてま

施策の方向④「市民との意見交換の機

会の充実」（P167） 

出前講座やタウンミーティング等を通

じて、市民に市の施策などを説明し、

理解を深めてもらうとともに、市民の

多様な意見を伺う機会の充実に努めま

す。 

また、地域住民に身近な窓口である地

区センター等の機能や箇所数をできる

 市民生活部 ● 

○：意見を反映するもの。 

●：前期からの変更において既に対応しているもの。
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

いりたいと考えております。 

このことから、計画案では、Ⅳ-1-

（１）施策の方向④「市民との意見交

換の機会の充実」（P167）について述

べているところであり、今後とも市民

への情報提供と意見交換に努めてまい

りたいと考えております。 

だけ維持するとともに、自治振興会組

織の支援等を図り、地域における意見

などを十分にくみ取り、市政に反映で

きるよう地域との緊密な関係の構築に

努めます。 

Ⅳ-1-(１) ボランティアに関して、

志を同じにする人同士が会

話できるプラットフォーム

を作ることが行政の役割で

はないか。 

富山市社会福祉協議会にある富山市

ボランティアセンターでは、ボランテ

ィア団体や希望者を対象とした研修会

を開催し、ボランティア団体の活動発

表や参加者同士による意見交換を行う

など交流を図るとともに、各ボランテ

ィア団体や関係機関等との連絡調整も

行っているところであり、市では当該

団体の活動を支援しているところであ

ります。 

  市民生活部

Ⅳ-1-(1) 転居や移住により新しく

住む町の情報入手が難し

い。特に集合住宅は隣人と

の関係が希薄なためか強く

感じる。市役所での届出時

に「〇〇町くらしの栞」

等、地域の一員として自覚

できる小冊子があると良

い。 

本市では、転入者に対して本市の行

政情報を一覧で提供することを目的と

して「富山市くらしの便利帳」を毎年

度、作成しており、主に市民課などで

の転入届出の際に配布するとともに、

市ホームページでも公開しておりま

す。 

  市民生活部
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅳ-1-(1)  （除雪への協力など、）

市民がまちをよくしよう

と思う機運を高めること

が大事ではないか。 

 Ⅳ-１-（１）「市民に期待する役

割」（P167）において、「地域の一

員として、魅力あるまちづくりへの積

極的な参画」や「身近な地域活動やボ

ランティア活動、イベントなどへの積

極的な参加」を掲げているように、総

合計画全体として、市民との協働によ

るまちづくりを目指しています。 

 今後とも、除雪活動をはじめ、防災

や防犯や環境美化、地域コミュニティ

の推進など、幅広い分野において、協

働のまちづくりに取り組んでまいりた

いと考えております。 

■市民に期待する役割 

＊地域の一員として、魅力あるまちづ

くりへの積極的な参画。 

＊身近な地域活動やボランティア活

動、イベントなどへの積極的な参加。

 市民生活

部 

Ⅳ-1-(2)

Ⅰ-3-(1)

Ⅰ-3-(2)

介護は誰にでも降りかか

る大きな問題であり、特に

女性がその担い手になる場

合が多く、働き方を変えざ

るを得ないケースもあるか

もしれない。 

延長保育・介護施設を料

金や時間を含め柔軟な対応

で利用できないか。また、

気軽に相談しながら進めて

いける体制があると良い。

子育てや介護による、その担い手や

働き方の制限については、計画（案）

Ⅳ-1-(2)施策の方向②「女性活躍の推

進」（Ｐ170）に、男女が共に育児休業

や介護休業を取得しやすい職場環境づ

くりを促進し、仕事と生活の調和（ワ

ークライフバランス）のとれた働き方

の啓発に努め、特に男性が積極的に家

事等に参画するための意識啓発や生活

スタイルの向上のための学習機会の提

供などを通じて、あらゆる世代の女性

が個性と能力を十分に発揮し、いきい

きと働ける社会の実現を目指すことに

Ⅳ-1-(2)一人ひとりが尊重される地域

社会づくり 

②女性活躍の推進 

男女が共に育児休業や介護休業を取

得しやすい職場環境づくりを促進する

とともに、仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス）のとれた働き

方の啓発に努めます。特に、男性が積

極的に家事等に参画するための意識啓

発や、生活スタイルの向上のための学

習機会の提供などを通じて、あらゆる

世代の女性が、その個性と能力を十分

に発揮し、いきいきと働ける社会の実

 市民生活部

福祉保健部

こども家庭

部 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

ついて述べているところです。 

次に、介護保険制度は、給付と負担

が明確な社会保険制度であり、国が一

律に基準と報酬を定めて全国共通で実

施されているものです。 

そのため、料金や時間での柔軟な対

応は難しい面がありますが、Ⅰ-３-(2)

施策の方向②「介護サービス基盤の整

備」（P70）で述べているとおり、介護

が必要な高齢者が住み慣れた自宅や地

域で暮らし続けられるよう、地域バラ

ンス等に考慮しながら、介護サービス

の基盤整備を推進してまいります。 

 また、保育施設への入所要件には、

就労以外にも介護や求職活動などもあ

ります。延長保育についても、施設を

運営する時間帯において、保護者の希

望に応じた利用が可能であります。（利

用実績に応じて利用料金がかかりま

す。） 

 なお、こども保育課及び各行政サー

ビスセンターに子育て支援専門員を配

置しており、育児相談や保護者のニー

ズに応じた保育施設や保育サービスの

情報を提供しています。 

現を目指します。 

Ⅰ-３-(2)高齢者・障害者への支援 

②介護サービス基盤の整備 

高齢者が要介護の状態となっても、

可能な限り住み慣れた自宅での生活を

送れるよう、また、在宅での生活が困

難な方が、地域での生活を継続できる

よう支援します。 

加えて、在宅医療や看護を必要とす

る重度の要介護者や単身高齢者世帯・

高齢者夫婦のみの世帯のニーズにも応

えられるよう、定期巡回・随時対応型

訪問介護看護や看護小規模多機能型居

宅介護をはじめとする、24時間対応の

ケアを推進し、地域密着型サービスの

充実を図ります。 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅳ-1-(3)

Ⅳ-1-(4)

Ⅳ-2-(1)

Ⅳ-2-(1)

地域との関係が希薄で、

愛着を持つことが難しいと

感じる。また子育てを終え

た世代は少しずつ地域との

関係が希薄になりがちであ

る。昔ながらの祭りや町巡

り等地域の学び・体験の場

など、公民館活動や地区セ

ンター等を通じた住民同士

の交流の機会があると良

い。 

Ⅳ-１-(4)施策の方向①「地域活動の

推進」（Ｐ173）において、ふるさとづ

くり事業について述べておりますが、

本市は、地区センター等の出先機関を

市内全域に計７９箇所設けるととも

に、地域住民の活動の拠点となる市立

公民館を市内８２箇所に整備し、地域

住民と行政が共に地域の振興に取り組

むことができる体制を構築していま

す。 

また、市立公民館では、ふるさと講

座を開設し、地域住民の学習意欲の向

上や生きがい作りの場を提供するとと

もに、地域住民の連帯感を深めたり、

世代間交流の場となる行事への支援も

行っており、地域住民が交流を深め、

地域の特徴ある文化や歴史などへの関

心を高めることなどにより、地域の活

性化はもとより、地域に対する愛着や

誇りを高めることができるものと考え

ております。 

  市民生活部

教育委員会

Ⅳ-1-(4)

Ⅰ-1-(4)

市民大学等の講座を通し

て、学ぶ機会や世代間交流

を多くする。 

Ⅰ-１-(4)施策の方向①生涯学習活動

の充実（Ｐ50）において、市民大学等

の講座について述べておりますが、現

在も、幅広い世代を対象に、歴史・文

学・社会・国際理解・芸術等多種、多

Ⅳ-１-（4）コミュニティの強化 

■市民に期待する役割 

＊地域の絆や連帯意識の育成。 

＊地域を支える担い手としての自覚。 

＊コミュニティの強化に向けての主体

Ⅳ-１-（4）コミュニティの強化 

■市民に期待する役割 

＊地域の絆や連帯意識の育成。 

＊地域を支える担い手としての自覚。 

＊コミュニティの強化に向けての主体的

教育委員会 ○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

彩な分野の講座を展開しており、今後

とも系統的な内容による継続的な学習

機会を提供してまいりたいと考えてお

ります。 

なお、Ⅳ-１-（4）の『市民に期待す

る役割』に、「公民館活動や生涯学習

の機会を通じた世代間交流の積極的な

実施」を追加します。 

的な行動。 な行動。 

＊公民館活動や生涯学習の機会を通じた

世代間交流の積極的な実施。 

Ⅳ-１-(４) 隣人が分からないという

ことに寂しさや危険を感じ

ることがある。地域内のつ

ながりをもっと強くできな

いか。 

 生活様式の多様化などにより、地域

社会における連帯意識や地域への愛着

心が希薄化しつつあることから、住民

相互の連帯意識を高め、社会的絆の醸

成を図ることが重要であることから、

計画案では、Ⅳ-1-（4）施策の方向①

「地域活動の推進」及び②「地域の活

動拠点の整備」（P173）について述べ

ております。 

施策の方向①「地域活動の推進」

（P173） 

（略）住民の地域づくりへの参画や、

世代間交流の活発化を推進するととも

に、住民相互の連帯意識を高め、ソー

シャルキャピタル（社会的絆）の醸成

が図られるよう、積極的に支援しま

す。 

さらに、地域における防犯、防災、

福祉、教育などの活動を担う各種団体

の支援と連携強化に努め、地域活動の

活性化を促進します 

②「地域の活動拠点の整備」（P173）

それぞれの地域における学習やコミ

ュニティ活動、交流活動の拠点となる

市立公民館の整備を進めるとともに、

より身近な地域活動の拠点となる自治

公民館の整備に対する補助や貸付など

 市民生活部 ● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

の支援に努めます。 

その他 

Ⅳ-1-(4)

「現状と課題」で市の弱

みを記載するだけでなく、

強みを記載し、さらに発展

させるという考え方が必要

ではないか。 

自治振興会等の組織や民生委員や保

健推進員などが活発に活動している、

老人クラブの組織率が高い、3世代同

居率が高い、集落単位の共同作業が活

発に行われている、地縁性が色濃く残

っていることなど、特にコミュニティ

に関する本市の強みについて、可能な

ものについて記載したい（P173）。 

Ⅳ-１-（4）コミュニティの強化 

■現状と課題 

本市では、これまで主に小学校区を

単位としてコミュニティが形成されて

きましたが、都市部では、都市化の進

展や生活様式の多様化などにより、従

来の地域社会における連帯意識や地域

への愛着心が希薄化しつつあり、農山

村部では過疎化・高齢化により、次の

時代を担う人材が不足するなど、コミ

ュニティの維持が一段と困難になりつ

つあります。 

コミュニティの強化には、市民が自

らのまちを魅力ある地域にしようと行

動することや、福祉をはじめとするさ

まざまな分野で積極的に活動を行うこ

とが重要であることから、シビックプ

ライドの醸成やコミュニティ意識の高

揚を図り、市民のまちづくりに対する

積極的な参画意識を育むことに努める

とともに、地域におけるさまざまな活

動を支援していくことが必要となって

います。 

Ⅳ-１-（4）コミュニティの強化 

■現状と課題 

本市では、これまで主に小学校区を単

位としてコミュニティが形成されてきま

したが、都市部では、都市化の進展や生

活様式の多様化などにより、従来の地域

社会における連帯意識や地域への愛着心

が希薄化しつつあり、農山村部では過疎

化、高齢化により、次の時代を担う人材

が不足するなど、コミュニティの維持が

一段と困難になることが危惧されていま

す。 

一方で、本市は、自治振興会等の組織

や民生委員等や保健推進員などが活発に

活動するとともに、老人クラブの組織率

が高いなど、地縁性が色濃く残ってお

り、今後はこうした強みを生かしなが

ら、コミュニティの強化には、市民一人

ひとりが自らのまちを魅力ある地域にし

ようと行動することや、福祉をはじめと

するさまざまな分野で積極的に活動を行

うことが重要であることから、シビック

プライドの醸成やコミュニティ意識の高

揚を図り、市民のまちづくりに対する積

極的な参画意識を育むことに努めるとと

企画管理部 ○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

もに、地域におけるさまざまな活動を支

援していくことが必要となっています。

Ⅳ-2-(1)

Ⅲ-2-(2)

（くすり関連施設につい

て、）市民との協働、企業

を巻き込んだ形での協働で

どういったものができるか

考えていただきたい。 

くすり関連施設の管理運営にあたっ

ては、基本計画（平成３０年度策定）

の中で、「市民の参画を促し、市民とと

もに創造する管理運営」や「未来創造

事業を実現する管理運営」等という方

針を掲げております。 

総合計画事業に掲げる「くすり関連

施設整備事業」の展開にあたっては、

今後、具体的な整備計画を進めていく

中で、市民や企業の皆様とどのような

連携ができるかについて検討してまい

ります。 

  商工労働部

Ⅳ-2-(1)

Ⅲ-2-(2)

富山の認知度を高めるた

め、売薬や薬膳のような特

化したものについて、健康

と関連付けるなど、よりＰ

Ｒをすべきではないか。 

本市では、富山の認知度を高めるた

め、全国的に知名度が高い「富山のく

すり」に関する「富山やくぜん」の普

及や「くすりのまち富山」を伝える語

り部の育成など、薬業振興にかかる事

業を推進してきております。 

このことから、Ⅲ-2-（2）「観光資

源の創出・発信と受入体制の整備」の

施策の方向③「富山ブランドの確立・

推進」（P149）において、「健康とも

親和性の高い」を追記し、今後も、「富

山のくすり」が持つイメージを生かし

Ⅲ-2-（2）観光資源の創出・発信と受

入体制の整備 

③富山ブランドの確立・推進 

地域ブランドである「富山のくす

り」をはじめ富山の物産の特色・魅力

を効果的に国内外に発信することに努

めるとともに、「薬都とやま」のブラン

ドイメージを強化し、市民の誇りを育

み、賑わいと回遊性を生み出す拠点と

なる施設の整備について検討します。 

Ⅲ-2-（2）観光資源の創出・発信と受入

体制の整備 

③富山ブランドの確立・推進 

地域ブランドである「富山のくすり」

をはじめ富山の物産の特色・魅力を効果

的に国内外に発信することに努めるとと

もに、健康とも親和性の高い「薬都とや

ま」のブランドイメージを強化、活用

し、市民の誇りを育み、賑わいと回遊性

を生み出す拠点となる施設の整備につい

て検討します。 

商工労働部 ○ 
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反映

たＰＲを促進してまいりたいと考えて

おります。 

その他 

Ⅳ-2-(1)

Ⅳ-1-(1)

富山市の各地域の魅力、

トピックス等の情報発信

を地上戦、空中戦（電波）

で積極的に行い、若者から

高齢者まで受け入れやす

い地域をアピールしてい

ただきたい。 

本市の魅力等に関する情報発信につ

いては幅広い世代に受け入れられるよ

う効果的な発信方法が重要であること

は認識しており、Ⅳ-2-(1)施策の方向

②「選ばれるまちづくりの推進」の中

で、「他都市にはない本市の魅力を際立

たせるため、戦略的かつ効果的に情報

発信を行うことで、多くの方から選ば

れるまちとなることを目指します。」と

述べているところであります。例えば、

本市のオリジナルキャラクター「市立

探偵ペロリッチ」を用いたショートム

ービーやハローキティとコラボした情

報発信を SNS などで行うほか、ANA

の持つブランド力やネットワークを活

用した情報発信なども行っているとこ

ろであり、引き続き、ターゲットにあっ

た効果的な情報発信に努めたいと考え

ております。 

Ⅳ-2-(1)地域・自治体としてのブラ

ンディングとシティプロモーション 

②選ばれるまちづくりの推進 

（略）他都市にはない本市の魅力を

際立たせるため、戦略的かつ効果的に

情報発信を行うことで、多くの方から

選ばれるまちとなることを目指しま

す。 

 企画管理

部 

● 

Ⅳ-3-(１) 富山市は、しっかりまち

づくりをして固定資産税の

税収を上げていく、といっ

た体力をつけて税収を上げ

ようという戦略を取ってい

現在進めている「公共交通を軸とし

た拠点集中型のコンパクトなまちづく

り」や今後の「スマートシティの推

進」は本市の活力ある持続可能なまち

づくりを進めるための柱となる政策で

  活力都市創

造部 
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計画

反映

るので、そこはしっかり堅

持していただきたい。 

あり、これを基本とした各種の取り組

みを通して、税収の増などの成果が上

がるよう、引き続き努めてまいりたい

と考えております。 

Ⅳ-３-(１) ホームページによるオー

プンデータ化を進めていた

だきたい。 

本市が保有するデータの中で公開が

可能なものについては、既に富山市オ

ープンデータサイトに掲載しておりま

す。今後も公開可能なデータを洗い出

すことにより、さらなるオープンデー

タの推進に取り組んでまいります。 

  企画管理部

Ⅳ-3-(1)

その他 

行政の計画はPDCAサ

イクルを確立しながらも、

柔軟な見直しにも努める。

人口減少や厳しさを増す財政状況を

見据え、今後一層効率的、効果的な行

財政運営が求められています。 

総合計画においては、基本計画に基

づき、実施計画で事業の年次計画を示

すとともに、ローリング方式により基

本計画を毎年見直し、さらに市民意識

調査により施策の効果も把握しなが

ら、実効性の確保や諸情勢の変化に対

応していきます。 

  企画管理部

Ⅳ-3-(2) 社会が複雑化しながら進

展している現状に対応でき

るよう、職務能力の向上を

図る。 

本市では、職務能力の向上を図るた

め、基本研修（階層別）や特別研修、

派遣研修などを実施しているところで

あり、今後は、次世代を担うデジタル

人材など、新しい時代に求められる職

員の育成に取り組んでまいります。 

  企画管理部
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅳ-3-(2) 施策の方向に『③ 前例

主義からの脱却』を追加し

てはどうか。 

理由 フォアキャスティ

ングを改め、過去のデータ

から将来を類推するのや

める 

 バックキャスティング

の観点に立ち 10～20 年

先の富山を想定した施策

を立案する統計は将来の

ＫＧＩ－ＫＰＩの達成度

を評価するために収集す

るもので、過去の統計が将

来のＫＧＩ－ＫＰＩの基

準としてはいけない。 

ご意見の趣旨については、Ⅳ-3-(2)

（P182）に記載の『富山市人材育成基

本方針』の「目指すべき職員像」として

記載しています。 

■現状と課題 

「富山市人材育成基本方針」に示す「め

ざすべき職員像」 

（略） 

④「挑戦」チャレンジ 

前例踏襲に陥ることなく創造性・柔

軟性を発揮しながら、積極・果敢に新

たな課題にチャレンジする職員 

企画管理

部 

● 

Ⅳ-3-(3) 国・県・市の役割分担を

明確にしながら、情報交換

し地域の活性化を図る。 

Ⅳ-3-（3）「地方分権・広域連携行政

への対応」の施策の方向②「県や近隣自

治体との連携等の推進」（Ｐ184）に、

県のワンチームとやま推進本部会議に

よる取組に関する記載と『災害対策な

ど、市単独では解決が困難な事案への対

応』を追記します。 

②県や近隣自治体との連携等の推進 

広域的な行政を担う県と住民に最も

身近な基礎自治体である市における適

切な役割分担のもと、県から市への権限

移譲や県と市の二重行政の解消を進め

るとともに、住民の利便性の向上や地域

の活性化を図るため、県との連携強化に

努めます。 

②県や近隣自治体との連携等の推進 

広域的な行政を担う県と住民に最も身

近な基礎自治体である市における適切な

役割分担のもと、県から市への権限移譲や

県と市の二重行政の解消を進めるととも

に、災害対策など、市単独では解決が困難

な事案への対応や住民の利便性の向上、地

域の活性化を図るため、令和3年 1月に

設置された「ワンチームとやま」連携推進

本部会議において県及び市町村間の課題

企画管理部 ○ 
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の共有を図るなど、幅広く県との連携強化

に努めます。 


